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研究成果の概要（和文）：当研究プロジェクトは、中国領中央アジア（新疆）において 18-20
世紀に作成されたテュルク諸語文献を対象として、史料研究を推進し、当該分野研究に資する

書誌情報リソースの構築を試みるものである。４年間にわたる科研費の交付期間内に行った具

体的な活動とその成果としては、個別研究成果に加え、(1)基本文献である現代ウイグル語雑誌

のバックナンバーの網羅的収集ならびにデジタル化の推進、(2)史料学的研究を中心とする研究

会の開催、(3)書誌データベースの構築と公開、(4)国内外の学会での成果報告などを実施した。 
 
研究成果の概要（英文）：This research project aims to build bibliographical information 
resources on the Turkic works written in the area of Chinese Central Asia or Xinjiang in 
18-20 centuries, which contributes to develop the study of regional history and study on 
historical sources. In the four-years term of the project, in addition to the results of 
individual studies, (1)collection and digitization of unique manuscript sources and rare 
materials written in Chaghatay and Modern Uyghur language, (2)holding series of 
academic meetings and workshops centering on the study of historical sources,  
(3)construction and publication of online bibliographical data bases and (4)presentation on 
the results of the project at the both international and domestic conferences and workshops, 
are achieved as a result of the project activities. 
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ウイグル人をはじめ、内陸アジア地域を構
成するテュルク系諸民族自身が残した現地
語の諸文献は、当地域の歴史・社会・文化を
研究するためのもっとも基本的な材料であ
るにも拘わらず、いまだ十分に活用されてい
るとは言い難い状況にある。とりわけ 14 世
紀以降から 20 世紀初頭までの長きにわたり
当地域の文章語であったチャガタイ語の写
本、ならびに現代語への移行期に著された
様々な正書法を用いたテュルク系言語文献
は、世界各地の図書館・研究機関そして民間
に散在しており、それらに関する研究体制は
依然遅れた段階にある。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題は上述の現状に鑑みて、内陸ア

ジア、とくに中国領新疆で近現代(18-20世紀)
に作成されたチャガタイ語ならびに現代８
ウイグル語を中心とするテュルク諸語文献
を（手書き写本ならびに出版物）対象として、
その包括的な史料研究を推進するとともに、
当該分野の発展に寄与する、オンライン・デ
ータベースならびに解題参照目録からなる
文献リソースの構築を実現するものである。 
 
 
３．研究の方法 

 
具体的には、以下の通り４つのタスク（収

集・研究・総合・発信）を実施する： 
 
(1)近現代テュルク諸語文献の所在状況調査
を実施し、その書誌情報および（特に重要な
ものに関しては）複写物を取得する。加えて
それら文献史料を利用した研究論文、史料校
訂、史料研究、目録などの二次研究文献も可
能な限り収集する。［収集］ 
 
(2)取得された文献資料の調査研究を推進し、
特に歴史学的に重要なものに関してはメン
バーの共同、あるいは単独で重点的な研究を
行い、論文や校訂テキストの形で発表する。
［研究］ 
 
(3)史料研究の成果を含め、最終的には存在
が確認された全文献の書誌情報、ならびに関
連する二次研究文献すべての書誌･引用情報
をデータベースに総合する。[総合］ 
 
(4)データベースを基盤とした「内陸アジア
歴史資料リソース」(仮称、英文)をネットワ
ーク上に構築し、近現代テュルク諸語文献の
最新の書誌データの世界的な共有を図る。
［発信］ 
 

 
４．研究成果 
 

まず(1)史料文献の収集については、中国
新疆ウイグル自治区で２回(2006, 2007)にわ
たり史料文献収集を実施した。これら調査の
結果、省制期を中心とするイスラーム法廷文
書を中心とする契約文書史料、ファトワー書
式集、聖者伝写本そして『カシュガル・ワク
フ文書集成』などからなる複数の個人所蔵の
稀見史料の複写物が将来された。また書誌研
究上の基本文献である『ブラク』『ミラス』『タ
リム』『新疆地方志』など総計 26 タイトルの
現代ウイグル語雑誌のバックナンバー、『新
疆文史資料』（現代ウイグル語版）、『新疆古
典文学叢書』などの資料叢書を網羅的に収集
し、そのデジタル(pdf)化をおこなった。 

 

 

史料調査成果のひとつ、新発見の史料 

『カシュガル・ワクフ文書集成』（冒頭目次頁、部分） 

 

 

史料調査成果のひとつ、新発見の史料 

共産党政権下の 1950 年に作成された新疆・カシュガ

ル旧市街の不動産売却にかかるイスラーム法廷文書 

 

次に(2)史料研究の推進においては前述の
収集された写本史料や現代ウイグル語雑誌
記事に依拠した書誌的な研究をプロジェク
トメンバーが個別あるいは共同で推進し、当
報告書の次項で示した書籍、論文を成果とし



 

 

て出版した。また現代ウイグル語文献の定期
講読会(東京、2006)、チャガタイ語史料文献
に関する研究会（富山・仙台、2007-2009）
を開催し、当該テーマに関する研究の深化と
成果の共有に努めた。 

 
そして(3)書誌情報の総合については、先

行研究プロジェクトで構築した２種の書誌
データベース(odias-b/y)の情報の追加とプ
ログラムの改良、独自サーバー、ドメイン
(chaghatay.com)への移行ならびに公開を完
了させた。 

当データベースのうち新疆地域由来の写
本史料データベースである odias-y は、ロシ
ア、中国、スウェーデン、ドイツ、フランス、
連合王国そして合衆国などの所蔵機関に収
められた写本文献を網羅的に収めた世界初
のユニオン・リストである。また odias-b は
新疆史に関する出版文献、記事を使用言語,
文字に関わらず登録したマルチスクリプ
ト・データベースである。両データベースと
もその性格は比類のないユニークなもので
あり、今後の当該地域研究の発展に一定の寄
与をするものと期待される。 

 

 

公開・稼働中の文献データベース ODIAS(新版) 

(http://www.chaghatay.com/odias/odiasp.php) 

 

 

公開・稼働中のプロジェクト・ホームページ 

(http://www.uighur.jp/project/etlabibs_wp/) 

 
 
最後に(4)研究成果の発信については、前

項のデータベースならびに歴史文献の解題
参照目録を軸とする当科研ホームページを
構築公開し、上述の活動内容、成果の還元を

図っている。また毎年国内外の学会において
プロジェクトメンバーがそれぞれ個別に直
近の研究成果の報告を行うとともに、当プロ
ジェクトの広報に努めた。 

 
 
以上の諸成果は概ね当研究課題の所期の

目的を達成したものと判断され、当該研究分
野の進歩に一定の貢献を為すものであると
考えられる。 
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